






研究目的 

 母体血清あるいは羊水中の蛋白を分析して胎児の異常を診断する試みとしては,α－フ

ェト蛋白(α-fetoprotein,以下 AFP)の測定による神経管欠損の診断が最も広く知られて

おり,また最近では,胎児が21-Trisomyであると羊水や母体血清中のAFPが減少する場合が

あることが報告され,母体血清の AFP を測定することにより胎児のダウン症をスクリ一二

ングする試みが米国の一部で行われている。更に胎児が先天性ネフローゼ症候群

(congenital nephritic  syndrome)の場合にも，羊水中の AFPが上昇すると報告されてい

る。このように，母体血清あるいは羊水蛋白の分析による出生前診断には専ら AFP がその

対象とされ,現在のところ AFP 以外の蛋白を指標とした出生前診断に関する報告は乏しい

が,母体血清あるいは羊水中の AFP およびその他の蛋白を分析し,先天異常の出生前診断の

指標となり得る蛋白を見出すとともに,信頼度の高い診断法を確立することが本研究の目

的である。 


